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　河川の周辺では人が生活をするのに適している。稲作
のために水を引き、生活のために水を用いる。 
　そして、小出川の周辺にも多くの田畑が存在し、そこに
は人々が生活している。 
　日々の中で人々を見ることがなくてもその人の気配を
まちの細部に見出すことができる。 
　このガイドブックでは、ナットク・ビックリ・ホッコリの3項
目に分類し、小出川周辺の人の”気配”を紹介する。 

ナットク   青色 
ビックリ　赤色 
ホッコリ　緑色

小出川を歩いてみると 
見えてくるさまざまな気配 

 
ナットクできたり　ビックリできたり　ホッコリできたり 

 
あなただけの気配を探してみてください 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靴の落し物
小出川の川沿いにはなぜか、片足の靴がありました。
どんな人が履いていたのか、どうやってここに来たのか想像
をせずにはいられません。
もしかしたらお散歩中の犬が咥えて持っていってしまうかもし
れない。短期的に居場所が変わっていく可能性があるものか
らはかなり多くの気配を感じられます。 

巨大コーン
大きさはなんと驚異の170センチ越え!?
こちらは腰掛け神社の入り口にある、巨大コーンです。
なぜこの大きさのコーンが必要なのか、どうしてここに
あるのか。もうさっぱりわかりません。
木と背比べをするように、こちらの巨大コーンと背比べ
をするのはいかかでしょうか。 

テニスボール 
キャンパス裏の道路の向こうに位置する葡萄園、入り口の
支柱になぜかテニスボールが刺さっていました。 
しばらく「なぜこんなところに？」疑問に思っていたのです
が、おそらく出っ張った支柱の先端が歩行者にとって危険
であるため、テニスボールをクッションとして刺している物だ
と私たちは推測しました。 田んぼの3段活用

田んぼだったもの
土が守られて畑になって
整地されて建物がたった

遠ざかっていく電柱たち
川に沿って歩いていくと近づ
いてきたり
離れていったり

腰掛神社のうらがわ
お参りをしたそのあしで、左の腰掛け石を見てみてくだ
さい
その奥には不思議な本殿が静かに佇んでいます



　茅ヶ崎の海に流れ出る小出川。その源流は藤沢
市へと遡り、また慶應大学湘南藤沢キャンパスの東
部から南部を流れている。 

精米所のフクロウ

精米を待っている間にふと視線

を感じる。

そちらを見るとフクロウが。

その毛並みの綺麗さを一度ご覧

あれ 

野菜の直売所

そこには破格の安さでとんでも

ない大きさの野菜が売られて

いる。

生産者の顔もわかるし、安心

して良質な野菜を買うことがで

きる。 
かかし

多くのカラスがその作物を

狙っているがそれを守るの

は彼らかかしである。

彼らは各々お気に入りの服

を着こなし田畑を見守って

いる。

道中で休憩したカフェに、いったりきたりの本棚

がありました。

中の本を持ち出したり、自分の本を入れたりす
るのは自由。


